大阪府都市基盤施設維持管理技術審議会

平成３０年度第１回審議会　議事録
日　時：平成３１年１月１０日（木）１0：００～１0：5０
場　所：大阪府庁　本館5階　正庁の間
出席委員：岸田教授（会長）、小山准教授、古川准教授
（事務局）野口事業管理室副理事ほか
議事次第：１．　あいさつ 
２．　会長選任について

　３． 異常気象時通行規制区間及び規制基準の見直しについて

　４． 今後のスケジュールについて 
【議事１．あいさつ】　
・野口事業管理室副理事より開会の挨拶があった。
・委員３名の出席があり、過半数を満たしているので本部会は成立。
【議事２．会長選任について】
・岸田委員が会長に選出された。
・岸田会長から挨拶があり、会議は公開で行うことが決定された。
【議事３．異常気象時通行規制区間及び規制基準の見直しについて】

・資料４により事務局から説明があった。これに対して、次のような意見や質疑応答があった。
・（岸田会長）土砂災害警戒情報で土壌雨量指数を計算するときは、全国一律で同じパラメーターを用いているが、閾値は場所により異なっています。道路に対応した閾値を作り直すということでよろしいでしょうか。
　→（事務局）土砂災害のクリティカルラインについては、現状５キロメッシュ範囲と詳細な１キロメッシュ範囲で危険度指数が設定されているので、既存の基準値により検討し、使用していきたいと考えています。
・（岸田会長）新たに発生した被災データにより、クリティカルラインを再検討するのでしょうか。

→（事務局）　現時点では未定であり、関係部局に確認を行います。
・（古川委員）区間指定の閾値には具体的にどのようなパラメーターを設定されるのでしょうか。
　→（事務局）斜面データ、地形データに防災点検を反映させたものを闘値としたいと考えています。
・（岸田会長）土壌水分量と地下水位の変動との比較したものはあるのでしょうか。
・（小山委員）土壌流出量を計算するときは３段のタンクモデルで行いますが、計測した結果を反映させて斜面毎にタンクモデルを作った事例では、浸透現象を実際に計測したタンクモデルで表現するのが難しいケースもあるし、説明できるケースもありました。各土木事務所の特徴的な地質ごとにタンクを設定してもよいかと思います。パラメーターが全国一律同じということはあまり考えられないのと、闘値に地域特性が入っているという考え方で検討しているため、タンクをいじるという考え方もあるかもしれません。ただし、浸透現象と合わないケースも結構あります。
・（岸田委員）地質で大きな枠をつくり、土壌水分や地下水がどうなっているのかなどを加味しなければ、地域特性を生かしたものにならないと思います。全部調べるのは無理なので、代表的な分析ができればと思います。
　→（事務局）昨年度に特徴的な泥岩、頁岩系統、花崗岩系において、深さによる土中水分量や温度変化を観測した結果、土中の水分量が基に戻るのに時間を要することがわかり、今後の検討資料に生かせるものと考えています。指定条件の見直しについては、斜面データと防災点検結果から指定条件を考えていき、土中水分量をどのように把握できるのか、それをどう指定条件に生かせるのかは、将来的な検討課題としては認識しているところです。なお、防災点検結果を踏まえて指定条件を設定しますが、防災点検は５年に１回実施することから、指定条件もその点検結果に応じて、見直していきたいと考えています。また、通行規制基準についは、現在連続雨量で行っていますが、これに加え、気象庁が土砂災害警戒情報で「２時間後、土砂災害」予測を発表するタイミングで規制をかけるようにしたいと考えています。
・（小山委員）斜面に水が浸透してくると飽和度がぐっと上がって一旦落ち着き、不透水性の基盤に水がたまり水位が上がってくるともう一回飽和度が上がるタイミングがあり、この瞬間が危険なサインだということが実験によりわかっているので、この考えを利用しても良いかと思います。
・（古川委員）台風による被災は豪雨とは違うメカニズムかと思いますが、台風に関する通行規制についても今後検討されていくのでしょうか。
　→（事務局）雨により災害が発生しているという観点から、台風の雨かゲリラ豪雨の雨かという分け方ではなく、雨に対応した事前通行規制を考えています。
・（岸田会長）前回の審議会の際に、計測を行っている箇所が２カ所あるので、そのデータと気象台が発表している土壌水分量との関係がどうなのかということも検討し、審議会で先生方の御意見をもらいながら分析をしてもよいかと思います。その結果、危険度判定に反映できればいいかと思います。現状の規制区間に関してはガイドラインを示して点検し、安全を確認した上で規制緩和、最終的には解除まで行うということで、実際に府民サービスに寄与していると思っています。新たな規制区間をどのように決めるのか、どのように対策をしていくのかを、大阪府として発信し、他府県に先駆けたものにしていただければと思います。
【議事４．今後のスケジュールについて】
・事務局より今後のスケジュールについて説明があった。
【閉会】
－

